
青
色
照
明
﹁
青
色
と
犯
罪
﹂

　
イ
ギ
リ
ス
で
景
観
改
善
を
目
的

に
オ
レ
ン
ジ
色
の
街
灯
を
青
色
に

変
え
た
と
こ
ろ
、
犯
罪
が
減
少
す

る
効
果
が
あ
ら
わ
れ
、
犯
罪
抑
止

を
目
的
に
青
色
街
灯
が
導
入
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
最
近
の
研
究
に
よ
り
、
青
色
を

見
る
と
セ
ロ
ト
ニ
ン
と
い
う
脳
内

ホ
ル
モ
ン
が
分
泌
さ
れ
る
こ
と
が

分
か
っ
て
き
た
。
１
０
０
種
類
以

上
あ
る
と
い
う
脳
内
ホ
ル
モ
ン
の

中
で
も
興
奮
時
に
出
る
ド
ー
パ
ミ

ン
、
不
快
時
に
出
る
ノ
ル
ア
ド
レ

ナ
リ
ン
な
ど
は
、
感
情
の
起
伏
を

も
た
ら
す
が
、セ
ロ
ト
ニ
ン
は
、﹁
癒

し
ホ
ル
モ
ン
﹂
と
呼
ば
れ
て
お
り
、

不
安
・
恐
怖
と
い
っ
た
情
動
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
落
ち
着
き
と
安

定
感
を
も
た
ら
す
と
さ
れ
て
い
る
。

総
務
常
任
委
員
会

平
成
21
年
２
月
９
日
﹁
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
﹂

視
察
先
：
富
士
宮
市
役
所
︵
富
士
宮
市
︶

防
犯
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
作
戦
、　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
効
果
の
ほ
ど
は
⋯

　
富
士
宮
市
の
防
犯
ま
ち
づ
く
り
施
策
に
つ
い
て
視
察
し
ま
し
た
。

　
同
市
で
は
、
防
犯
ブ
ル
ー
ラ
イ
ト
作
戦
と
し
て
、﹁
駐
輪
場
照
明
等
の

青
色
化
﹂
﹁
地
域
自
主
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
へ
の
青
色
指
示
灯
貸
し
出
し
﹂

﹁
市
職
員
に
よ
る
青
色
回
転
灯
に
よ
る
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
﹂
事
業
等
を
推

進
し
て
お
り
、
そ
の
他
、
啓
発
活
動
、
人
材
育
成
等
、
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
ま
し
た
。

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

平
成
21
年
２
月
10
日
﹁
企
業
と
の
文
化
交
流
に
つ
い
て
﹂

財
団
法
人
清
水
港
湾
博
物
館

視
察
先
：
フ
ェ
ル
ケ
ー
ル
博
物
館
︵
静
岡
市
清
水
区
︶

企
業
と
地
域
社
会
を
結
ぶ
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　﹁
共
生 (

と
も
い
き
︶
﹂
の
精
神

　
当
博
物
館
で
は
、
後
世
の
人
々

に
清
水
港
の
変
遷
を
紹
介
し
、
あ

わ
せ
て
海
や
船
、
港
湾
作
業
な
ど

の
知
識
を
広
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
港
の
仕
事
に
従
事
す
る
企

業
で
あ
っ
た
鈴
与
グ
ル
ー
プ
の
社

会
貢
献
事
業
と
し
て
の
全
面
的
な

支
援
に
よ
り
平
成
３
年
に
開
館
。

フ
ェ
ル
ケ
ー
ル
と
は
、
ド
イ
ツ
語

で
﹁
交
通
﹂
を
意
味
す
る
言
葉
を

語
源
と
す
る
愛
称
と
の
こ
と
で

す
。

　
鈴
与
グ
ル
ー
プ
の
本
業
は
、
物

流
・
リ
ー
ス
事
業
等
に
よ
る
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
で
す
が
、
グ
ル
ー
プ

に
息
づ
く
﹁
共
生
︵
と
も
い
き
︶
﹂

と
い
う
精
神
に
含
ま
れ
る
社
会
と

の
共
生
は
、
企
業
と
地
域
社
会
を

結
ぶ
精
神
的
基
盤
で
も
あ
り
ま

す
。
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
、
さ

ま
ざ
ま
な
社
会
貢
献
事
業
を
行
っ

て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

富士宮市庁舎内会議室

清水港の模型を前に
館長から説明を受ける
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第
４
次
三
ヶ
山
地
域
開
発
調
査
特
別
委
員
会

平
成
21
年
２
月
10
日
﹁
三
ヶ
山
地
域
の
開
発
調
査
に
つ
い
て
﹂

ち
ゅ
う
え
ん

視
察
先
：
中
遠
広
域
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
︵
周
智
郡
森
町
︶

環
境
保
全
最
優
先
で
、　
　
　
　
　
　

　
　
　
水
質
汚
濁
防
止
に
万
全
の
対
策

産
業
建
設
常
任
委
員
会

平
成
21
年
２
月
９
日
﹁
観
光
農
業
に
つ
い
て
﹂

株
式
会
社
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
オ
ガ
サ

視
察
先
：
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
郷
︵
菊
川
市
︶

自
然
豊
か
な
手
づ
く
り
施
設
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
売
上
げ
は
約
１
億
円
！

　
当
園
は
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
農
園

に
直
売
所
と
食
堂
を
併
設
し
て
い

る
ほ
か
、
軽
食
＆
喫
茶
・
バ
ー
べ

キ
ュ
ー
施
設
・
魚
釣
り
が
で
き
る

沼
が
あ
る
な
ど
、
自
然
豊
か
な
手

づ
く
り
施
設
で
し
た
。

　
春
は
桃
・
桜
・
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の

花
見
、
秋
に
は
カ
ン
ト
リ
ー

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
紅
葉
、
冬
に
は
ク

リ
ス
マ
ス
セ
ー
ル
を
行
い
、
苗
木

の
販
売
も
す
る
な
ど
、
年
間
を
通

し
て
観
光
で
き
る
よ
う
工
夫
を
し

て
、
年
間
１
億
円
弱
の
売
上
が
あ

る
そ
う
で
す
。
経
営
は
女
性
経
営

者
と
２
人
の
娘
さ
ん
の
計
３
人
。

農
園
の
管
理
に
は
、
近
所
の
主
婦

を
パ
ー
ト
で
雇
用
し
て
い
ま
す
。

　
女
性
経
営
者
の
お
話
に
よ
る
と
、

観
光
農
業
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に

は
、
情
熱
を
持
ち
続
け
る
こ
と
、
夢

実
現
の
た
め
に
は
ど
ん
な
苦
労
に

も
耐
え
る
強
い
意
志
を
持
つ
こ
と
、

10
年
先
を
読
む
こ
と
、
投
資
は
自

分
の
財
布
の
範
囲
内
で
す
る
こ
と
、

使
え
る
も
の
は
何
で
も
利
用
す
る
。

そ
し
て
最
後
に
、
最
も
大
事
な
こ

と
は
、
お
客
様
に
喜
ん
で
い
た
だ

き
、﹁
ま
た
来
て
み
た
い
﹂
の
気
持

ち
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
の

こ
と
で
し
た
。

　
当
施
設
は
昭
和
47
年
５
月
に
設

立
さ
れ
、
現
在
は
磐
田
市
、
袋
井
市

及
び
森
町
の
２
市
１
町
で
構
成
。圏

域
内
の
面
積
は
４
０
６
・
４
８
平
方

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、人
口
26
万
９
８
１

８
人
、９
万
１
９
２
３
世
帯
で
す
。

　
処
分
場
は
森
町
に
あ
り
、事
業
費

は
お
よ
そ
44
億
円
で
、埋
立
容
積
19

万
９
８
０
６
立
方
メ
ー
ト
ル
、場
内

法
面
・
底
面
に
２
層
の
遮
水
シ
ー
ト

及
び
漏
水
検
知
材
、保
護
マ
ッ
ト
の

10
層
を
越
え
る
構
造
。埋
立
地
内
か

ら
発
生
す
る
汚
水
は
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
類
分
解
設
備
を
は
じ
め
と
す
る

高
度
処
理
を
行
い
、環
境
保
全
を
最

優
先
と
し
た
設
備
を
設
け
、こ
れ
に

よ
り
、放
流
先
の
河
川
の
水
質
汚
濁

防
止
に
万
全
の
対
策
を
講
じ
た
施

設
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
埋
め
立
て
は
、平
成
19
年
１
月
か

ら
平
成
28
年
ま
で
を
予
定
し
て
お

ざ
ん

さ

り
、こ
れ
ま
で
、焼
却
残
渣
　 

、不
燃

残
渣
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
受
け
入

れ
を
、
平
成
18
年
度
８
４
０
・
４
７

ト
ン
、
平
成
19
年
度
８
８
７
４
・
０

６
ト
ン
、平
成
20
年
度︵
１
月
ま
で
︶

６
４
８
２
・
０
８
ト
ン
行
っ
て
き
て

お
り
、そ
の
約
８
割
が
焼
却
灰
と
の

こ
と
。
な
お
、
処
理
費
は
１
ト
ン
当

た
り
７
万
８
０
０
円
と
の
こ
と
で

し
た
。

女性経営者に質問 「観光農業を成功させるためには」

中遠最終処分場全景

　 焼却残渣
焼却処理の過程で発生する焼却灰等の燃え残った物質の総称17




